
様式２：受講願書（経歴書） 

在籍確認 

東京都立産業技術大学院大学 202６年度 東京テック 受講願書（経歴書） 

フリガナ サンギ イチロウ

氏名 産技 一郎
生年月日 

昭和 50年 3月 31日生 51歳 

（2026年 8月 10日現在）

現住所 
〒000-0000 

東京都○○区○○町 00-00 コーポ○○111号室

連絡先 

電話番号  000 （000）0000 

携帯番号  000 （000）0000 

日

中

の 

連

絡

先 

名称 

○○ファシリティ株式会社

電話番号 000 （000）0000 
※左記以外の電話番号

メールアドレス

info@aiit.ac.jp

学歴 

高校 

国立 公立 東京都立○× 高等学校 

私立 外国 国名： 平成 5年 3月 31日  卒業 

中退

大学 

国立 公立 ○× 大学 工 学部 

私立 外国 国名： 建築学科  平成 9年 3月 31日 卒業 

中退

その

他 

国立 公立 ○× ○○技術短期大学

私立 外国 国名： 平成 30年 3月 31日 卒業 

中退

本学の在学生又は修了生の方は右記の該当する項目に○をしてください。 在学生 修了生 

主な 

職歴 

３個まで 

平成 9年 4月〜 平成 27 年 3月 ○○住宅販売株式会社 家づくりアドバイザー

平成 26年 4月〜平成 27 年 3月 ○○ファーニチャー株式会社 プランナー

令和元年 5月〜令和 8 年 6月現在 ○○ファシリティ株式会社 サービス課長

現在の 

職業 

勤務先所在地 〒000-0000 

東京都○○区○○町 00-00 

勤務先・所属 

○○ファシリティ株式会社 サービス部 サービス課

職名 課長 電話  000 （000）0000

３Q、４Q

の AIIT

単位バン

ク出願

右記の該当する項目に○をしてください。 出願している 出願していない 

出願科目名： 

○○○○○○特論

備考 

大学と技術短期大では、施設運営に関わる動線設計を中心に学修し、それをもとに

した第二創業を検討しています。 



東京テック　応募理由書 様式(記入見本)

【注意事項】
・本書類は論文ではありません。ご自身の経験や考えをもとに記述してください。
・具体的な経験や予定に基づいて記述してください。
・将来像や事業内容が未定の場合でも問題ありません。現時点での考えを記述してください。
・箇条書きや段落分けなど、読みやすい形で記述してください。

① これまでの経験・スキル・研究内容：
職務経験や専門分野・研究分野におけるスキル・強みについて４００字以内で記述してください。

本文文字数

291

② 目指す方向と将来像：今後取り組みたい事業領域や研究領域、テーマ、実現したい姿を
なぜ今それに取り組みたいのかも含めて４００字以内で記述してください。

本文文字数

310

③ 修了後の予定：本プログラム修了後に想定している具体的な取り組み
（起業、新規事業立ち上げ、社内展開等）について、２００字以内で記述してください。

本文文字数

200

■職務経験
・住宅会社で営業を担当し、顧客対応から現場引き渡しまで一貫して対応
・家具メーカーで空間提案プランナーとして、教育施設のレイアウト設計および提案に従事
・福祉施設で、施設運営および利用者対応に携わる
・現在は総務として役員のスケジュール調整、関係者対応をしながら、管理案件の運営補助を担当
■保有資格
・施工管理技士、ビル管理士
■強み
・現場・顧客・運営の三視点から課題を捉える力
・関係者を調整しながら業務を前に進める実行力
・企画から現場運用まで一貫して関与できる実務能力

これまで分野は異なるものの、「現場起点で課題を形にする」という軸で経験を積んできました。

■問題意識
・施設運営に関わる中で、建物の維持管理の仕方によって、満足度が大きく変わることを実感してきた
・小規模な施設では、適切な管理ができず、空間が十分に活かされていないケースが多い
■目指す方向
・建物の状態、利用者の動きを踏まえ、現場に合った形で無理のなく運用できる仕組みを作る
■将来像
・小規模施設を対象にした　「改修・管理・運用」を一体で支援するサービスに取り組みたい
・ここで得たノウハウを再現可能な形に整理し、様々な施設でも継続的に提供できる仕組みにする

これまで現場で培ってきた知識や経験を、個別の業務で終わらせるのではなく、実際に機能する形として
積み上げるための経験を得たいと考え、応募しました。

・現在の施設で、管理や運用の課題を整理
・現場での改善提案や対応を積み重ね、「改修・管理・運用」を一体とした支援の型として整理する
・業務として継続的に提供できる形にした上で、外部案件にも展開する

受講後は、独立に向けて仕事の受け方や進め方を整理し、段階的に自分の責任で仕事を回せる範囲を
広げていく予定です。その中で、自分の強みが活かせる案件を見つけ、将来的な独立につなげていきた
いと考えています。

お名前 産技 一郎
連絡先 000 （000）0000




